



















ヒトを対象 として研究 目的による体力 ・運動
能力データを収集する場合、文書などにより研
究概要や関連事項について十分 な説明を行な
い、測定参加 についての同意 を得 る必要があ
り、近年、このような手続 きは厳格化 されつつ




















































いての重要性 を 「非常 に重要である(5点)」
から 「全 く重要でない(1点)」 の5段 階で回
答 した。データ分析では5段 階の回答を数値化
し質問項 目ごとに平均値 を算出 し、重要度を
0.5点間隔でランク付け した。
結 果
1.平 均値 と標準偏 差お よび ラ ンク
22項目の平均値 と標準偏 差お よびラ ンクは表
1に示 す通 りであ る。幼 児 の保 護者4)と男子大
学生6)を対象 に調査 した先行研 究 と同様に、各
調査項 目にお ける平均値 をA(4.5以上)、B(4.0
以 上4.5未満)、C(3.5以上4.0未満)、D(3.0
以 上3.5未満)、E(2.5以上3.0未満)、F(2.0
以上2.5未満)、G(2.0未満)で ラ ンク付 け した。
ラ ンクがA、F、Gに 相 当す る項 目は認 め られ
なか った。
Bに ラ ンク付 け された項 目は、測定項 目、測
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た。図1は 、Bお よびCに ラ ンク付け された
項 目を'r均値の大 きさの順 に並べ たものであ
る、,
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大学生 を対象 として研究 目的による体力測定を
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